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　私はいま68歳。23歳で大学を卒業してから
ずっと仕事をしてきて、早45年になります。私
には仕事が人生であり、希望であります。2011
年3月の東日本大震災で一夜にして仕事も家族
も家も全て失った人たちに心を馳せました。私
は支援に十分なお金も人もありませんでしたが、
とにかく彼らに特に女性たちに仕事を作ろうと
考えました。
　仕事を作るということは息の長い支援になっ
ていくと確信していました。
　そこで 6月には被災地の小さな小さな漁村の
宮城県石巻市大指に出向き、何もすることがで
きず避難所にいる女性たちと会いました。その
後から陸前高田市、本吉郡南三陸町と被災地に
出向き、約50名の女性たちにオーガニックコッ
トンの端布でクリスマスオーナメントを作っても
らいました。人数は少なくなりましたが、いまだ
にこの東北グランマの仕事作りのプロジェクトは
活動を続けております。

時を同じくしてシャンティの理事に就任し、クラ
フトエイドを担当させてもらっています。
　仕事に対する渡邊の気持ちを考えるとクラフト
エイドに関わるのは必然のようにも感じています。
 「本の力を、生きる力に。」のシャンティのス
ローガンで育った子どもたちが社会に出て仕事
をして、シャンティのクラフトエイドに関わると
したらなんと素敵なことだろうと。
　この東北グランマの仕事作りの女性たちとカ
ンボジア、ラオス、ミャンマー、タイ、アフガニ
スタンの女性たちの技術が一緒になってクラフ
トエイドに関わってくれるとするならワクワクし
てきます。
　これから災害はもっともっと頻繁に起きてく
るでしょう。そのときに私たちは何ができるので
しょうか。
　人が生きる生きがいとはなにかをいつも見据
えながら、いつか我が身という意識でこれからも
明るく元気に！

巻
末
言

クラフトエイドに
かける思い
シャンティ国際ボランティア会

理事　渡邊智惠子
株式会社アバンティ  代表取締役会長 東北グランマの女性たちと筆者（中央）
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タイのカレン族の村にて
手仕事している女性
2014年撮影

　
ク
ラ
フ
ト
エ
イ
ド
は
、
ア
ジ
ア
の
女
性
た
ち

が
、
時
間
と
労
力
を
か
け
て
丁
寧
に
手
作
り

し
た
も
の
を
販
売
す
る
シ
ャ
ン
テ
ィ
の
フ
ェ
ア

ト
レ
ー
ド
事
業
で
す
。
現
地
の
パ
ー
ト
ナ
ー

団
体
を
通
じ
て
、
正
当
な
価
格
で
買
い
取
り
、

代
々
伝
わ
る
民
族
の
刺
繍
や
織
り
な
ど
の
伝

統
文
化
や
技
術
を
日
本
の
皆
さ
ま
へ
ご
紹
介

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
ク
ラ
フ
ト
エ
イ

ド
の
取
り
組
み
が
、
35
年
目
に
突
入
し
ま
し

た
。
日
本
の
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
の
源
流
の
一
つ

と
も
言
わ
れ
る
ク
ラ
フ
ト
エ
イ
ド
の
こ
れ
ま
で

と
、
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
の
潮
流
や
伝
統
文
化
を

受
け
継
ぐ
作
り
手
た
ち
の
今
に
つ
い
て
、
ご
紹

介
し
ま
す
。

今号の表紙
北タイのモン族の村で
刺繍をする女性たち
©Hirotaka Hashimoto
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日
本
の
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
の

源
流
の
一
つ

　

1
9
4
6
年
に
、
ア
メ
リ
カ
の
キ
リ
ス

ト
教
系
の
グ
ル
ー
プ
が
プ
エ
ル
ト
リ
コ
の

女
性
た
ち
を
支
援
す
る
た
め
、
手
芸
品
を

購
入
し
、
販
売
し
始
め
た
の
が
フ
ェ
ア
ト

レ
ー
ド
の
始
ま
り
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

1
9
5
0
年
代
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
広
ま

り
、
1
9
8
5
年
に
英
国
生
協
主
催
の
国

際
会
議
で
初
め
て
「
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
」

と
い
う
言
葉
が
用
い
ら
れ
た
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
後
、
い
く
つ
も
の
フ
ェ
ア
ト

レ
ー
ド
の
団
体
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
立
ち

上
が
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
基
準
が
生
ま
れ

ま
し
た
。
1
9
9
7
年
に
国
際
フ
ェ
ア
ト

レ
ー
ド
・
ラ
ベ
ル
機
構
（
F
L
O
）
が
設

立
し
、
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
の
基
準
が
守
ら

れ
て
い
る
こ
と
を
証
明
す
る
「
国
際
フ
ェ

ア
ト
レ
ー
ド
認
証
ラ
ベ
ル
」
が
誕
生
し
ま

し
た
。

　

一
方
、
日
本
で
は
、
各
団
体
が
独
自
の

基
準
を
設
け
、
各
国
の
生
産
者
と
直
接

取
引
し
て
き
ま
し
た
。
1
9
8
5
年
に

シ
ャ
ン
テ
ィ
が
行
う
タ
イ
の
バ
ン
ビ
ナ
イ

難
民
キ
ャ
ン
プ
支
援
の
一
環
と
し
て
始

ま
っ
た
「
ク
ラ
フ
ト
エ
イ
ド
」
が
、
日
本

の
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
の
源
流
の
一
つ
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

2
0
1
9
年
に
一
般
社
団
法
人
日

本
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
・
フ
ォ
ー
ラ
ム

（
F
T
F
J
）
が
行
っ
た
調
査
に
よ
る

と
、
日
本
国
内
の
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
の
認

知
率
は 

32
. 

8
％
と
、
3
年
前
か
ら
3.5

ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
い
ま
す
。

　

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
の
市
場
規
模
に
関
す

る
正
確
な
統
計
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
世

界
1
3
0
カ
国
以
上
で
流
通
す
る
国
際

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
認
証
製
品
の
推
定
市

場
規
模
は
2
0
1
7
年
、
約
9
4
7
0
億

円
に
達
し
ま
し
た
。
日
本
の
国
際
フ
ェ
ア

ト
レ
ー
ド
認
証
製
品
の
推
定
市
場
規
模

は
約
1
2
4
億
円
（
2
0
1
8
年
）
で
、

年
々
拡
大
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

直訳すると「公平（公正）な貿易」。生産者や労働
者の生活環境を改善し、自立を目指すため、適
正な価格で継続的に売り買いすることです。フェ
アトレードには、労働者に適正な賃金を支払う
こと、労働環境の改善、自然環境への配慮、地
域社会への貢献などが基準に含まれています。

フェアトレードとは フェアトレードが目標達成に貢献する
「持続可能な開発目標（SDGs）」のゴール

特 集
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ク
ラ
フ
ト
エ
イ
ド
の

は
じ
ま
り

　

シ
ャ
ン
テ
ィ
は
1
9
8
5
年
か

ら
約
7
年
間
、
タ
イ
東
北
部
に

あ
っ
た
ラ
オ
ス
か
ら
の
難
民
が
暮

ら
す
バ
ン
ビ
ナ
イ
難
民
キ
ャ
ン
プ

で
、
印
刷
所
と
図
書
館
活
動
を
中

心
と
し
た
支
援
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
難
民
キ
ャ
ン
プ
の
図
書
館
に

遊
び
に
来
る
子
ど
も
の
中
に
は
、

刺
し
か
け
の
刺
繍
布
を
持
っ
て
き

て
、
遊
び
の
合
間
に
一
心
に
刺
繍
を

指
し
始
め
る
モ
ン
族
の
女
の
子
た

ち
が
い
ま
し
た
。
ラ
オ
ス
か
ら
逃
れ

て
き
た
モ
ン
族
の
人
々
は
、
難
民
と

な
り
民
族
衣
装
を
着
な
く
な
っ
た

暮
ら
し
の
中
で
も
、
子
ど
も
た
ち

に
刺
繍
を
伝
え
て
い
た
の
で
す
。

タ
イ
の
N
G
O
が
キ
ャ
ン
プ
内
で

縫
製
の
指
導
を
行
い
、
製
品
化
さ

れ
た
刺
繍
を
シ
ャ
ン
テ
ィ
が
購
入

し
、
日
本
で
難
民
支
援
バ
ザ
ー
を

開
催
し
た
こ
と
か
ら
ク
ラ
フ
ト
エ

イ
ド
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

女
性
た
ち
に
民
族
の
伝
統
や

手
芸
の
技
術
を
活
か
し
て
商
品
を

作
っ
て
も
ら
う
こ
と
は
、
民
族
の

誇
り
や
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
、
そ
し

て
女
性
た
ち
の
尊
厳
を
守
る
こ
と

に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
女
性
た
ち

は
誰
か
か
ら
支
援
し
て
も
ら
っ
た

お
金
で
は
な
く
、
自
ら
が
働
い
て

得
た
お
金
で
、
子
ど
も
に
文
房
具

や
教
科
書
を
買
う
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

や
が
て
人
々
は
母
国
へ
帰
還

し
、
難
民
キ
ャ
ン
プ
は
閉
鎖
さ
れ

ま
し
た
。
し
か
し
、
生
活
に
困
窮

し
て
い
る
人
々
は
難
民
キ
ャ
ン
プ

だ
け
に
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
住
む
地
域
や
環
境
の
違
い
に

よ
っ
て
生
じ
る
教
育
の
格
差
を
縮

め
る
た
め
、
シ
ャ
ン
テ
ィ
は
ア
ジ
ア

各
国
に
事
務
所
を
置
き
、
支
援
事

業
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

の
は
じ
ま
り

アフガニスタン
イラン

パキスタン

インド

タイ

ラオス

中 国

ミャンマー

ミャンマー
 （ビルマ）
難民キャンプ

バンビナイ
難民キャンプ

カンボジア

ベトナム

マレーシア

台湾

バンビナイ難民キャンプでモン族の民芸
品の販売を支援していた「カマ・クラフ
ト」の商品を販売。

ラオス事務所（1992年開設）
・学校建設
・移動図書館を通じた読書推進活動
・複式学級の運営改善

事
業
内
容

ラオス（1986年～）

カンボジアの職業訓練センターの商品を
販売していた「クローマー・クロスショッ
プ」との取引を開始。

カンボジア事務所（1991年開設）
・学校建設
・図書館活動を中心としたコミュニティ
  ラーニングセンター事業
・公立幼稚園における幼児教育の質の改善

事
業
内
容

カンボジア（2000年～）

ミャンマー各地のさまざまなハンドメイ
ド雑貨を販売する「dacco.myanmar」
と取引を開始。

ミャンマー事務所（2014年開設）
・学校建設
・初等教育、公立図書館における読書
  推進活動

事
業
内
容

ミャンマー（2015年～）

バンコクのクロントイ・スラムに開設した
職業訓練センターで作られたモン族の刺
繍や手織りの布の商品販売を開始。

シーカー・アジア財団（SAF）
元シャンティ・タイ事務所（1991年設立）

・教育の機会改善事業（奨学金事業）
・移動図書館活動を通じた読書推進活動

事
業
内
容

タイ（1989年～）

アフガニスタンの手刺繍や手織りの商品
を製作する「シルクロード・バーミヤン・
ハンディクラフト」と取引を開始。

（※詳しくはP28-29「シャンティな人たち」を
参照ください）

アフガニスタン事務所（2003年開設）
・学校建設
・学校図書室と子ども図書館における
  読書推進活動

事
業
内
容

アフガニスタン（2009年～）

特 集

タイ東北部のバンビナイ難民キャンプ
で、モン族の女性が作った刺繍製品など
を日本で販売。

難民キャンプ（1985年～）

ミャンマー（ビルマ）難民事業事務所
（2000年開設）

・コミュニティ図書館を通じたノンフォー
  マル教育支援事業

事
業
内
容

▲
▲

▲
▲

▲

▲
▲
▲



「
自
由
な
人
々
」
と
い
う
意
味
。

ス
カ
ー
ト
の
色
や
模
様
で
、
青
モ

ン
、
白
モ
ン
、
黒
モ
ン
、
花
モ
ン
な

ど
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
い
ま

す
。
揚
子
江
流
域
が
起
源
で
、
中

国
で
漢
民
族
に
迫
害
さ
れ
、
ラ
オ

ス
や
ベ
ト
ナ
ム
に
移
住
し
て
き
ま

し
た
。
そ
の
た
め
、
今
も
誇
り
高

く
、
独
立
心
が
強
い
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
迫
害
の
歴
史
の
中
を
生

き
抜
い
て
き
た
モ
ン
族
の
刺
繍
や

模
様
に
は
、
母
か
ら
娘
へ
、
家
族

の
幸
福
を
願
う
女
性
た
ち
の
祈
り

が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

人
口
は
タ
イ
の
山
岳
民
族
全
体
の

4
％
ほ
ど
。
美
し
く
豪
華
な
民
族

衣
装
や
盛
大
な
正
月
祭
り
の
踊

り
な
ど
が
有
名
で
、
タ
イ
北
部
観

光
の
看
板
的
な
少
数
民
族
と
な
っ

て
い
ま
す
。
頭
に
も
大
き
な
飾
り

を
着
け
、
腰
に
は
「
馬
の
尻
尾
」

と
呼
ば
れ
る
先
に
ポ
ン
ポ
ン
が

3
0
0
個
ほ
ど
つ
い
た
ベ
ル
ト
を

巻
き
ま
す
。
女
性
た
ち
の
衣
装
に

か
け
る
熱
意
は
強
く
、
虹
の
よ
う

な
色
彩
の
「
重
ね
縫
い
」
や
細
か

な
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
な
ど
で
豪
華
さ

を
競
い
合
い
ま
す
。

モ
ン
族

リ
ス
族

クラフトエイドはアジア各国で民族独自の伝統や技術を活かした商品づくりに取り組んできました。

【伝統文化と技術を引き継ぐ作り手たち】

モン族は文字を捨て、刺繍の絵柄で生
活の様子や歴史、文化を伝えてきまし
た。女性たちが一つひとつ手で刺した動
物たちの表情はどれもユニークで、独特
の味わいを持っています。

色とりどりの布を細かく切って折りたた
み、一本ずつ布を重ねて縫い合わせる
技法です。重ねて縫うため丈夫で、民族
衣装の襟や袖口を彩ります。

代表的な商品「ラオスの森ポーチ」代表的な商品「リス族重ね縫いサコッシュ」

9 8

刺 繍
手仕事の紹介

重ね縫い
手仕事の紹介

■
民
族
紹
介

■
民
族
紹
介

特 集



「
人
」
と
い
う
意
味
を
持
ち
、
世

界
的
に
は
ヤ
オ
族
と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。
中
国
中
央
部
に
起
源
を
持

ち
、
東
南
ア
ジ
ア
へ
南
下
し
て
き

ま
し
た
。
漢
族
と
の
関
わ
り
が
深

く
、
道
教
や
漢
字
な
ど
の
影
響
を

受
け
て
い
ま
す
。
赤
い
ウ
ー
ル
の

襟
飾
り
が
つ
い
た
上
着
と
、
全
面

を
覆
い
つ
く
す
ほ
ど
の
刺
繍
が
施

さ
れ
た
ズ
ボ
ン
、
藍
染
の
タ
ー
バ

ン
が
民
族
衣
装
で
す
。
刺
繍
が
で

き
る
こ
と
は
容
姿
よ
り
も
大
切
と

さ
れ
、
女
の
子
は
10
歳
ま
で
に
自

分
の
ズ
ボ
ン
を
作
れ
る
よ
う
に
な

る
た
め
、
5
歳
ぐ
ら
い
か
ら
刺
繍

を
習
い
始
め
ま
す
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
約
9
割
を
占
め

る
ク
メ
ー
ル
族
は
、
シ
ル
ク
を

使
っ
た
「
ホ
ー
ル
」
「
ピ
ダ
ン
」

「
ク
ロ
マ
ー
」
な
ど
高
度
な
織
物

文
化
を
持
っ
て
い
ま
す
。
「
黄
色

の
生
糸
」
と
呼
ば
れ
る
カ
ン
ボ

ジ
ア
シ
ル
ク
は
独
特
の
光
沢
と

糸
の
強
さ
が
あ
り
ま
す
。
複
雑

な
絹
絣
（
き
ぬ
か
す
り
）
の
模

様
の
多
く
は
記
録
さ
れ
て
お
ら

ず
、
母
か
ら
教
え
て
も
ら
っ
た

手
の
記
憶
で
細
か
い
模
様
を
作

り
出
し
て
い
ま
す
。

ミ
ェ
ン
族

カ
レ
ン
族

ラ
フ
族

ク
メ
ー
ル
族

民族独自の幾何学模様の
刺繍が特徴で、モン族と
並び、刺繍自慢で知られ
る民族です。

家の柱と腰のベルトに糸
をつなぎ、身体を巧みに
使って経糸の張り具合を
調整する「腰機（こしば
た）」と呼ばれる方法で、
畑仕事や家事の合間に続
けています。

ラフ語で「小銭入れ」とい
う意味のフグピには、「犬
の歯」や「目」など狩猟民
族らしい生活に密着した
模様が描かれています。

普段着としても使われてい
る伝統的な織物「スン」の
複雑な模様を織るための
経糸の掛け方は、母から
娘へ受け継がれ、織り手
の頭に記憶されています。
しっかりと織り上げた生地
は丈夫で軽く、洗濯もでき
ます。絹のような光沢感が
あり、さまざまなシーンで
活躍します。

代表的な商品「手刺繍ブックカバー」

代表的な商品
「スンバッグ」 代表的な商品「フグピ」
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■
民
族
紹
介

■
民
族
紹
介

■
民
族
紹
介

■
民
族
紹
介

刺 繍
手仕事の紹介

織物（腰機）
手仕事の紹介

パッチワーク
手仕事の紹介

織物（織り機）
手仕事の紹介

「
虎
を
狩
る
」
と
い
う
意
味
で
、

狩
猟
採
集
民
族
で
す
。
勇
ま
し

い
名
前
と
異
な
り
、
温
和
で
「
祈

り
」
を
大
切
に
す
る
民
族
で
、
家

族
の
健
康
や
村
の
繁
栄
、
動
物
た

ち
な
ど
、
身
の
回
り
の
あ
ら
ゆ
る

こ
と
を
祈
願
し
て
い
ま
す
。
中
国

の
雲
南
省
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
タ
イ

北
部
な
ど
で
暮
ら
し
、
文
字
を
持

た
な
い
民
族
で
、
伝
統
的
な
パ
ッ

チ
ワ
ー
ク
の
中
に
生
活
に
密
着

し
た
模
様
を
描
き
ま
す
。
ク
リ
ス

チ
ャ
ン
へ
の
改
宗
率
が
高
く
、
土

着
の
信
仰
と
キ
リ
ス
ト
教
が
融
合

し
た
独
特
の
世
界
観
を
持
つ
の
も

特
徴
で
す
。

クラフトエイドはアジア各国で民族独自の伝統や技術を活かした商品づくりに取り組んできました。

【伝統文化と技術を引き継ぐ作り手たち】特 集

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
先
住
民
で
、
北
タ

イ
地
域
の
山
岳
民
族
の
50
％
近

く
を
占
め
る
民
族
で
す
。
未
婚

女
性
は
白
い
シ
ン
プ
ル
な
ド
レ

ス
、
既
婚
女
性
は
華
や
か
な
装

飾
を
施
し
た
黒
い
ブ
ラ
ウ
ス
を

身
に
着
け
ま
す
。
自
然
と
の
調

和
を
重
ん
じ
、
植
物
の
種
を
縫
い

込
ん
だ
装
飾
や
自
然
と
共
生
す

る
農
法
に
、
そ
の
姿
勢
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
母
系
制
で
、

女
性
が
家
族
の
長
で
あ
り
、
プ
ロ

ポ
ー
ズ
も

女
性
か
ら

す
る
そ
う

で
す
。

代表的な商品
「ランチョンマット」
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経済的に困難な人々の自立を助け、生産者や子どもたちの
暮らしを支えるパートナーをご紹介します。 作り手とシャンティを結ぶ「パートナー団体」

1
9
8
5
年
か
ら
1
9
9
2
年
ま
で
、タ
イ
東
北
部
に
あ
っ
た
難

民
キ
ャ
ン
プ
か
ら
帰
還
し
た
モ
ン
族
の
人
々
が
暮
ら
し
て
い
る
村

で
す
。充
分
な
農
地
が
な
い
た
め
、貴
重
な
現
金
収
入
を
得
ら
れ

る
よ
う
、モ
ン
族
の
伝
統
的
な
刺
繍
技
術
を
活
か
し
て
商
品
を

作
っ
て
も
ら
い
、公
平
に
賃
金
が
行
き
渡
る
よ
う
村
の
女
性
全
員

か
ら
買
い
取
っ
て
い
ま
す
。

クラフトの商品を作る責任者をしています。刺繍は難
民キャンプにいた頃、13歳の時に学びました。息子が4
人、娘が3人いますが、娘の一人は、バンコクにある教
員養成学校に通い、小学校の先生になる予定です。村
では、6～8歳頃から刺繍を習い始め、見様見真似で作
れるようになる子もいます。刺繍の商品で得た収入は、
子どもたちの教育費や病院へ行くために使っています。
私たちは刺繍をすることしかできませんが、日本の皆さ
ん、ぜひ私たちの商品を買ってください。

13 12

シ
ビ
ラ
イ
村
／
ラ
オ
ス

ミーハーさん
（50歳：女性）

モン族

1
9
9
1
年
に
シ
ャ
ン
テ
ィ
の
事
業
と
し
て
開
設
さ
れ
た
プ
ノ
ン
ペ

ン
の「
日
本
カ
ン
ボ
ジ
ア
友
好
技
術
訓
練
セ
ン
タ
ー
」に
併
設
さ
れ

た
生
産
者
団
体
で
す
。縫
製
を
学
ぶ
訓
練
生
の
実
践
の
場
と
し
て
、

1
9
9
6
年
に
設
立
し
ま
し
た
。売
上
は
洋
裁
技
術
の
普
及
と
セ
ン

タ
ー
の
運
営
費
に
充
て
ら
れ
ま
す
。プ
ノ
ン
ペ
ン
郊
外
の
メ
コ
ン
河
に

浮
か
ぶ
オ
ク
ハ
テ
ィ
島
で
織
ら
れ
た
ス
ン
を
使
っ
て
、ク
ラ
フ
ト
エ
イ

ド
で
販
売
し
て
い
る
バ
ッ
グ
や
ポ
ー
チ
を
縫
製
し
て
い
ま
す
。

訓練センターで縫製を学び、20歳の頃からクロー
マー・クロスショップで働いています。父がラジオで訓
練センターのことを聞いて、私を連れてきたのがきっ
かけです。市場でいろいろなデザインのバッグを持っ
ている人を見て、私も素敵なバッグを自分で作りたい
と思い、訓練センターに通い始めました。今はリーダー
として、若い人や新しく入った人を指導しています。
バッグづくりで一番難しいのは肩紐の部分です。中に
スポンジが入っているので、ミシンで縫うのが難しい
のですが、今はもう慣れたので大丈夫です。

ク
ロ
ー
マ
ー・
ク
ロ
ス
シ
ョ
ッ
プ
／
カ
ン
ボ
ジ
ア

イン・サナリーさん
（40歳：女性）
プノンペン出身

タ
イ
北
部
チ
ェ
ン
マ
イ
県
に
あ
る
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
団
体
で
す
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
か
ら
避
難
し
て
き
た
ラ
フ
族
の
ク
ラ
フ
ト
づ
く
り
か

ら
始
ま
り
、民
族
ご
と
の
技
術
を
活
か
し
た
商
品
を
作
り
、人
々

の
暮
ら
し
を
支
え
て
い
ま
す
。

「重ね縫い」は母から学び、友達と一緒に作りながら覚え
ました。15歳の頃からTTCよりオーダーを受け、商品を
作り始めました。作ったものを市場で売ることもできます
が、いつも安く買われてしまいます。TTCの方が高く買い
取ってくれます。市場のバイヤーは次も買ってくれるか分
かりません。TTCは継続的に買い付けてくれます。昔はた
くさんオーダーがあり、120人もの女性が一緒に作ってい
ました。最近は、村を出て行く人も多く、クラフトを作って
いる人は6人だけです。「重ね縫い」は細かいものが伝統
ですが、若い人は太い重ね縫いしかできません。

ジーフミさん
（49歳：女性）

リス族

バ
ン
コ
ク
の
ク
ロ
ン
ト
イ
・
ス
ラ
ム
で
子
ど
も
た
ち
や
青
年
の
生
活

の
質
の
向
上
を
目
指
し
教
育
文
化
支
援
を
行
う
シ
ャ
ン
テ
ィ
の
バ

ン
コ
ク
事
務
所
が
、1
9
9
1
年
9
月
に
現
地
法
人
化
さ
れ
た

団
体
。少
数
民
族
の
女
性
が
手
仕
事
で
刺
繍
し
た
布
を
購
入
し
、

財
団
内
の
縫
製
所
で
加
工
し
た
商
品
を
作
っ
て
い
ま
す
。

2年前からシーカーの縫製所で働いています。以前
はお酒のボトルにシールを貼る日雇いの仕事をし
ていました。シーカーで働いていた従妹から聞き、
ミシンを少し使えたので応募しました。タープ素材
は割れやすいので注意して縫う必要があったり、働
き始めた1年目はすべての作業が難しいと感じまし
た。今は仕事が好きです。日雇いは収入が安定しな
かったけど、毎月一定の収入が入り、貯金ができる
ようになりました。

シ
ー
カ
ー
・
ア
ジ
ア
財
団
／
タ
イ

スラットさん
（47歳：女性）
クロントイ出身

（
T
T
C
）／
タ
イ

Thai Tribal Crafts Fair Trade

特 集

©Hirotaka Hashimoto
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や
が
て
学
び
に
変
わ
る
も
の

つ
な
が
る
た
め
の
架
け
橋
に

クラフトエイドの
商品が作られ、

私たちに届くまで

クラフトエイドのロゴ：
テーマは「つながる」。作り手で
ある女性たちとつながりますよ
うに、と想いを込めて〈CRAFT〉
と〈AID〉のAをつなげました。

　

35
年
の
間
に
、
作
り
手
を
取
り

巻
く
環
境
は
変
化
し
て
き
て
い
ま

す
。
村
の
外
へ
働
き
に
出
る
女
性
が

増
え
、
刺
繍
や
織
物
を
す
る
時
間

は
減
り
ま
し
た
。
時
代
は
変
わ
っ
て

も
、
家
族
と
暮
ら
す
時
間
を
大
切
に

し
、
民
族
の
文
化
や
伝
統
を
守
り
た

い
と
願
う
人
た
ち
も
い
ま
す
。
ス
ラ

ム
で
生
活
す
る
人
た
ち
、
祖
国
を
離

れ
て
生
活
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

た
ち
、
紛
争
で
傷
つ
い
た
人
た
ち
、

痩
せ
た
土
地
で
食
べ
て
い
け
ず
出
稼

り
組
む
べ
き
「
持
続
可
能
な
開
発

目
標
（
S
D
G
s
）
」
の
中
に
「
目

標
12 

つ
く
る
責
任
つ
か
う
責
任
」

と
い
う
目
標
が
掲
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。
適
正
な
価
格
で
の
取
引
、

労
働
環
境
の
改
善
、
自
然
環
境
へ

の
配
慮
、
地
域
社
会
へ
の
貢
献
な

ど
、
も
の
を
作
る
側
の
責
任
は
、
今

後
さ
ら
に
広
が
り
を
み
せ
て
い
く

中
、
「
つ
か
う
責
任
」
と
し
て
お
客

さ
ま
が
ク
ラ
フ
ト
エ
イ
ド
の
商
品

を
長
く
愛
用
さ
れ
、
一
生
モ
ノ
の
お

買
い
物
と
し
て
納
得
し
て
選
ん
で

い
た
だ
け
る
商
品
に
な
る
よ
う
今

後
も
も
の
づ
く
り
に
励
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
作
り
手
と
お
客

さ
ま
が
商
品
を
通
し
て
つ
な
が
る

た
め
の
架
け
橋
と
し
て
、
お
互
い
が

幸
せ
に
な
れ
る
社
会
を
目
指
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

1
9
8
5
年
に
タ
イ
東
北
部
に

あ
っ
た
バ
ン
ビ
ナ
イ
難
民
キ
ャ
ン
プ

で
出
会
っ
た
モ
ン
族
の
刺
繍
か
ら
始

ま
っ
た
ク
ラ
フ
ト
エ
イ
ド
が
35
周
年

を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
、
ク
ラ
フ
ト
エ

イ
ド
を
担
当
し
て
い
る
私
た
ち
自

身
、
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
だ
け
長
い
間
、
皆
さ
ん
に

ご
支
持
を
い
た
だ
け
た
の
も
、
ク
ラ

フ
ト
エ
イ
ド
の
商
品
が
そ
れ
ぞ
れ

に
ス
ト
ー
リ
ー
を
持
っ
て
お
り
、
作

り
手
の
想
い
が
伝
わ
っ
て
く
る
商

品
だ
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

作
り
手
の
表
情
や
生
活
、
置
か
れ

た
環
境
や
生
き
て
き
た
背
景
が
そ

れ
ぞ
れ
違
う
よ
う
に
、
同
じ
商
品

で
も
作
り
手
に
よ
っ
て
、
一
つ
ひ
と

つ
見
せ
て
く
れ
る
顔
を
変
え
る
商

品
た
ち
。
そ
れ
が
ク
ラ
フ
ト
エ
イ
ド

だ
か
ら
こ
そ
生
み
出
せ
る
魅
力
で

あ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　

2
0
3
0
年
ま
で
に
世
界
が
取

ク
ラ
フ
ト
エ
イ
ド
課

嘉
味
田 

倫
慧
、
髙
橋 

布
美
子

日本の皆さん パートナー団体

作り手

シャンティ「クラフトエイド」

ぎ
に
行
く
人
た
ち
が
、
家
事
や
農

作
業
の
合
間
を
縫
っ
て
制
作
す
る
た

め
、
大
量
生
産
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

　

作
り
手
の
過
度
な
負
担
に
な
ら

な
い
よ
う
配
慮
し
な
が
ら
、
日
本
の

マ
ー
ケ
ッ
ト
に
合
っ
た
魅
力
的
な
商

品
づ
く
り
を
心
掛
け
て
き
ま
し
た
。

日
本
の
皆
さ
ま
に
商
品
を
選
ん
で
い

た
だ
く
こ
と
が
、
作
り
手
た
ち
の
暮

ら
し
を
支
え
、
受
け
継
が
れ
て
き
た

民
族
の
伝
統
文
化
を
守
る
こ
と
に
つ

な
が
り
ま
す
。
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特
別
な

  

子
ど
も

2

17 16

世
界
の
絵
本
を

読
ん
で
み
よ
う

30

家
に
あ
っ
た
金
銀
も
、
す
っ
か
り
消

え
て
し
ま
い
ま
し
た
。
夫
は
自
分
の

欲
深
さ
を
悔
や
み
、
そ
れ
か
ら
は
夫

婦
で
一
生
懸
命
働
い
て
暮
ら
し
ま
し

た
。

1

家
に
帰
っ
た
妻
は
夫
を
と
が
め
ま
し

た
。
す
る
と
突
然
、
強
い
風
が
吹
い

て
、
赤
ち
ゃ
ん
は
さ
ら
わ
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

4

6

5

ラ
オ
ス  

２
０
１
４
年

シ
ャ
ン
テ
ィ
出
版
絵
本

む
か
し
む
か
し
、
子
ど
も
に
恵
ま
れ

な
い
夫
婦
が
い
ま
し
た
。
夫
婦
は
毎

日
、
神
様
に
お
祈
り
を
し
て
い
ま
し

た
。

あ
る
時
夫
婦
は
、
木
の
下
で
赤
ち
ゃ

ん
を
見
つ
け
、
家
に
連
れ
帰
り
ま
し

た
。
水
浴
び
を
さ
せ
る
と
、
赤
ち
ゃ

ん
に
か
か
っ
た
水
が
金
銀
に
変
わ
っ

た
の
で
す
。

金
銀
が
も
っ
と
欲
し
く
な
っ
た
夫
は
、

水
を
か
け
続
け
ま
し
た
。
妻
は
か
わ

い
そ
う
な
赤
ち
ゃ
ん
を
夫
か
ら
取
り

あ
げ
て
、
温
め
て
あ
げ
ま
し
た
。

ま
た
あ
る
日
、
妻
が
出
か
け
る
と
、

そ
の
隙
に
夫
は
赤
ち
ゃ
ん
に
た
く
さ

ん
水
を
か
け
ま
し
た
。

3



世 界 の 現 場 か ら

AIRMAIL
To 日本の皆さん　From 活動の現場

こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
、

ア
ジ
ア
の
各
国
で
活
動
す
る

シ
ャ
ン
テ
ィ
の
様
子
や

ス
タ
ッ
フ
を
紹
介
し
ま
す
。

From
LAOS
ラオス事務所

1992年よりラオスでの支援を続
けるシャンティ。読書推進活動と
学校建設に加え、複式学級運営
を改善するため、教員の指導能力
改善事業なども実施しています。
活動を続ける現地の様子をご紹
介します。

19 18

ラオス事務所の総務担当。主に
法務や訪問の手配・日程調整な
どの業務を行っています。

みんなの笑顔をつくる世界のおやつ旅

ラオスのおやつ
カオ・ノム・チョック

子
ど
も
の
頃
を
思
い
出
し
て

ほ
っ
こ
り
す
る
お
や
つ

　
サ
バ
イ
デ
ィ
ー（
こ
ん
に
ち
は
）！
　
私
に

と
っ
て
家
族
団
ら
ん
の
味
で
あ
る
「
カ
オ
・
ノ

ム
・
チ
ョ
ッ
ク
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
子
ど

も
の
頃
、
母
が
よ
く
朝
市
で
買
っ
て
き
て
く
れ

て
み
ん
な
で
食
べ
た
お
や
つ
で
す
。
ラ
オ
ス
語

で
〝
コ
ッ
プ
の
お
菓
子
〟
と
い
う
意
味
で
、
小

さ
な
柄
杓
の
よ
う
な
型
で
作
り
ま
す
。
蒸
し
た

緑
豆
と
ね
ぎ
を
混
ぜ
た
具
を
型
に
詰
め
、
コ
コ

ナ
ッ
ツ
ミ
ル
ク
で
溶
い
た
小
麦
粉
生
地
を
流
し

込
ん
で
こ
ん
が
り
と
き
つ
ね
色
に
な
る
ま
で
揚

げ
れ
ば
完
成
。
ほ
く
ほ
く
と
し
た
食
感
と
少
し

甘
め
の
味
付
け
が
日
本
の
コ
ロ
ッ
ケ
の
よ
う
な

イ
メ
ー
ジ
で
す
。
黒
コ
シ
ョ
ウ
が
良
い
ア
ク
セ

ン
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。
で
き
た
て
ア
ツ
ア
ツ
を

是
非
！

ルアンパバーンの
メインストリート
にほど近い朝市
で売られています。
その場で作ってく
れ、アツアツのも
のが食べられます。

ラオス事務所
総務担当

デンさんの
おすすめおやつ

▲  子どもの一日をリポート！
ラオス事務所のあるルアンパバーン
市内に暮らすラオ族の女の子の1日に
密着しました。

ものづくりの舞台裏をリポート！ ▼

ラオスでは児童がより効果的に学習
するために教員向けの手引きを制作
中。その舞台ウラに迫ります。

ເຂົ້າໜມົຈອກ
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 From

ラオス事務所

身
を
も
っ
て
知
っ
て
い
る

ラ
オ
ス
の
学
習
環
境
の
乏
し
さ

　
ラ
オ
ス
事
務
所
で
実
施
し
て
い
る

各
業
務
の
必
要
経
費
の
支
出
や
現
金

の
管
理
、給
与
の
支
払
い
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。
一
人
で
た
く
さ
ん
の
書
類

を
処
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
大
変

だ
と
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

や
り
が
い
を
感
じ
な
が
ら
仕
事
を
し

て
い
ま
す
。
私
は
ル
ア
ン
パ
バ
ー
ン
の

町
か
ら
少
し
離
れ
た
村
で
生
ま
れ
、

小
学
校
を
卒
業
す
る
ま
で
そ
こ
で
育

ち
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
子
ど
も
た

ち
の
学
習
環
境
の
乏
し
さ
に
つ
い
て

は
実
体
験
と
し
て
知
っ
て
い
ま
し
た
。

シ
ャ
ン
テ
ィ
の
ラ
オ
ス
事
務
所
が
、
へ

き
地
の
子
ど
も
た
ち
の
学
習
環
境
を

改
善
す
る
事
業
を
行
っ
て
い
る
こ
と

を
知
り
、
経
理
業
務
を
通
し
て
自
分

も
何
か
貢
献
で
き
れ
ば
と
い
う
想
い

も
あ
り
、
入
職
し
ま
し
た
。
日
本
人

ス
タ
ッ
フ
と
一
緒
に
働
く
中
で
、
担
当

業
務
は
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
て
も
、
私
た

ち
は
同
じ
目
的
に
向
か
っ
て
取
り
組

ん
で
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
実
感

し
ま
す
。

1992年よりラオスでの支援を続けるシャンティ。
読書推進活動と学校建設などを実施しています。
今回は経理スタッフにお話を聞きました。

❶ ❷

Hot Topics

事
務
を
ス
ム
ー
ズ
に

進
め
る
た
め
に
工
夫
が
必
要

　
課
題
は
、職
員
間
で
経
理
上
の
ル
ー

ル
が
完
全
に
は
徹
底
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
。
支
出
処
理
に
は
気
を
付
け
る
べ

き
ポ
イ
ン
ト
が
多
く
、
事
業
実
施
で
忙

し
い
職
員
が
そ
れ
を
す
べ
て
把
握
す
る

の
は
大
変
な
こ
と
で
す
が
、
一
人
ひ
と

り
が
よ
り
注
意
深
く
支
払
処
理
を
行

え
る
と
、
よ
り
業
務
が
ス
ム
ー
ズ
に
進

め
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

ラオス

❶ パソコンスキルのワークショップを開催
事務所の職員向け人材育成研修の一環で、
パソコンスキルの向上を目的としたワーク
ショップを開催し、職員一人ひとりが各ト
ピックを担当し、相互に学び合う形で実施
しました。WordやExcelの便利な機能やパ
ワーポイントの作り方などを学び、実りあ
るワークショップでした。特に、Excelの
計算機能についてはさっそく実務に活かし
ています。

❷ 車両の修繕記録を見える化
これまで、車両の修繕については個別の
支払い記録までさかのぼる必要がありま
した。しかし、業務の効率化を図るため
に、修繕の内容と金額を管理できるよう、
他の職員と一緒に一覧表をパソコンで作
成しました。
複数の職員が管理できるようになったこ
とで、支払いの重複や、修繕のもれを防
いだり、適正な価格を確認することが可
能になりました。

PROFILE
大学卒業後、2年間ホテルで勤務
し会計業務を担当。2014年11月
に入職。ラオス事務所で経理業務
担当として勤務。人生のモットー
は“何かを成し遂げるには、知識だ
けでなく忍耐も必要”。

ラオス事務所
チャンタヴォン・
アンパイヴォンさん
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●
ルアンパバーン

ビエンチャン
Laos 
ラオス

私のお気に入り
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ラ
オ
族
の
一
人
と
し
て
、

ラ
オ
語
を
教
え
る
小
学
校
の
先
生
に
な
り
た
い

　
ル
ア
ン
パ
バ
ー
ン
市
内
で
、
両
親
と
2
人
の
弟
と
一
緒
に

5
人
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
私
は
ス
ポ
ー
ツ
が
好
き
で
、
週

末
に
お
寺
の
境
内
や
校
庭
で
友
達
と
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
な
ど
を

し
て
遊
ぶ
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
将
来
の
夢
は
、
小
学
校
の
先
生
に
な
る
こ
と
で
す
。
子
ど

も
た
ち
が
勉
強
に
興
味
を
持
っ
て
く
れ
る
よ
う
優
し
く
サ

ポ
ー
ト
で
き
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。
特
に
教
え
た
い
教

科
は
ラ
オ
ス
語
で
す
。
ラ
オ
ス
語
の
勉
強
は
ラ
オ
族
で
は
な

い
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
。
ラ
オ
ス

語
を
母
語
と
す
る
ラ
オ
族
の
一
人
と
し
て
、
正
し
い
ラ
オ
ス

語
を
教
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。

ルアンパバーンに暮らす、ラオ族の女の子の1日をご紹
介。自然いっぱいの環境で、勉強にお手伝いに遊びに一
生懸命な姿が見えてきました。

From Laos／ラオス事務所

現地の子どもリポート
私が
住んでいるのは
こんな村

1日がスタート！ 5：30 起床
顔を洗い、家の掃除を手伝った
り、弟の世話をしたりします。

ルアンパバーンでお気に入りの場所は、セーの滝
です。正月など長いお休みの時には家族みんなで
出掛け、そこでピクニックをします。この滝は、乾季
に入ってすぐの水量が十分にある時期でないと綺
麗ではないので、タイミングよく行ける時は心がう
きうきします。

「家族で行くセーの滝」

ラオスから
オンノウマ・モナニヴォンさん（10歳）

がリポート！

21：00 就寝

お
やすみなさ

い！

. . . z
z z
z 私の１日を

紹介します！

8：00 授業
ラオス語の授業がある日は特に楽
しみです。

19：00 夕食
家に帰って、ご飯の支度を手
伝い、家族そろって夕食をと
ります。私の得意料理は野
菜のスープです。食後には宿
題をして、家族とゆっくり過
ごします。

16：30 放課後
学校が終わったら、お母さ
んの屋台でお手伝いをしま
す。お客さんが食べ終わった
食器を片づけたり、洗ったり
します。

ラオス北部に位置するルアンパバー
ンは、メコン川とカーン川が合流す
る谷にあり、街と自然の調和がとて
も美しい街です。4月のラオスの旧正
月では、旧年の穢れを払い、新年の
運を呼ぶためにお互いに水を掛け
合う「水掛け祭り」が全国各地で行
われ、たくさんの人々がお互いに水を
掛け合いながら新年をお祝いします。

7：45 通学
登校したらまず教室の掃除を行
い、花壇の花や校内で育ててい
る野菜に水やりをします。

12：00 お昼ご飯
お母さんが学校の前に出している
屋台で、焼き飯や米麺、ラオス北
部名物のカオソイなどを友達と一
緒に食べます。

7：30 朝食
家族そろって朝食をとりま
す。日によって食べるものは
変わりますが、もち米や焼き
飯、パンなどが好きです。
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ラオスでは、複式学級において効果的な授業を行うた
めの教授法や教室環境整備、学習指導案などを紹介
した手引きを制作中。その舞台ウラをご紹介します！

From Laos／ラオス事務所

 ものづくりの舞台ウラ

児
童
が
よ
り
効
果
的
に

学
習
す
る
た
め
の
手
引
き

　
ラ
オ
ス
の
小
学
校
の
約
3
割
の

ク
ラ
ス
で
は
、
2
学
年
以
上
の
児

童
が
一
つ
の
教
室
で
一
人
の
先
生

か
ら
授
業
を
受
け
る
複
式
授
業
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
多

く
の
教
員
は
複
式
学
級
で
効
果
的

な
授
業
を
行
う
教
授
法
を
知
り
ま

せ
ん
。
そ
の
結
果
、
教
員
が
直
接

指
導
を
行
っ
て
い
な
い
時
間
、
児

童
は
友
達
と
遊
ぶ
な
ど
し
て
勉
強

し
な
い
場
合
も
多
く
、
学
習
に
支

障
を
き
た
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら

を
解
消
す
る
た
め
、
教
員
が
直
接

指
導
し
な
い
時
間
を
有
効
活
用
し
、

児
童
が
学
習
過
程
を
途
切
ら
せ
る

こ
と
な
く
効
果
的
に
学
べ
る
方
法

な
ど
を
紹
介
し
た
手
引
き
を
作
成

し
て
い
ま
す
。

　
複
数
の
教
員
か
ら
「
こ
の
手
引

き
に
よ
っ
て
、
自
信
を
持
っ
て
複

式
授
業
を
行
え
る
よ
う
に
な
っ

た
」
と
い
う
声
が
あ
り
、
今
後
、

実
際
に
使
用
し
た
教
員
の
意
見
も

反
映
さ
せ
、
手
引
き
を
最
終
版
に

向
け
て
改
定
し
て
い
く
予
定
で
す
。

制作にあたって最も困難だったことは、ラオスの人
たちとの考え方の違いや言葉のニュアンスの相違
により、何度も議論が噛み合わなくなったことです。
日本語の資料を参考にし、英語とラオス語で会議
を行う中、通訳の解釈の違いなどもあり、こちら
の言いたいことが正確に相手に伝わらないことが
多々ありました。それでも、時間をかけて少しずつ
解決していきました。

言葉の壁を越えて理解を深めていきました制作秘話

ラオス教育スポーツ省、県教育スポーツ局、教員
養成校の教官、シャンティ職員で構成するプロ
ジェクトチームを立ち上げ、何度も会議を開いて
内容について議論しました。また、北海道教育大
学に技術指導をいただき、日本で長年用いられ
ている教授法を参考にしましたが、ラオスの教育
現場に適応できるように一部変更しています。

小グループに分かれて
構成案について協議

過去に作成された資料を吟味

過去にラオスで作成された複式授業に関わる資
料をできるだけ集め、それらを吟味して新しい手
引きの構成を決定しました。次に教員養成校教官
が中心となって各章の執筆を行い、その内容につ
いてチーム全体で確認して修正を入れ、徐々に改
定していきました。

ドラフト版ができた後、それを用いて現職教員
研修を行いました。研修では初めて学ぶ教授法
に戸惑いを見せている教員もいましたが、その
後の学校でのモニタリングでは、多くの教員が
研修で学んだ指導法を用いて授業を行ってくれ
ていました。

1

2

研修で学び授業で実践3

オモテ
舞台

舞台の
ウラ側

「複式学級運営の手引き」

©Yoshifumi Kawabata



東京事務所の活動をレポート！

Shanti@Tokyo
クラフトエイド課

髙橋 布美子さん
たかはし   ふ    み   こ

地球市民事業課 国内緊急救援担当　
兼 国内事業担当

渡邉 珠人さん
わたなべ  たまひと

東京事務所の活動をレポート！

Shanti@Tokyo

クラフトエイド課  髙橋 布美子さん
たかはし   ふ    み   こ

Shanti@Tokyo東京事務所の
活動をレポート！

Hot Topics

地元の高齢者からの
うれしいお声掛け　
サロン活動を続けている中でさまざ
まなお声をいただきます。借上住宅
に住んでいる70 代のお母さんから
「息子夫婦と離れて暮らしていて、毎
日静かすぎて困ってるの。みんなが
集まれる場所があってありがたいわ」
とうれしいお言葉がありました。

27 26

PROFILE
渡邉珠人さん

大学卒業後、1年間飲食店に勤務。
その後大本山總持寺にて1年間安
居修行。2016年熊本地震の際に
ボランティア活動に出向いた先で
シャンティと出会い、2017年4月
入職。2018年7月より現職。

　

令
和
元
年
台
風
19
号
に
よ
り
決

壊
し
た
千
曲
川
流
域
の
長
野
県
長
野

市
を
中
心
に
、
特
定
非
営
利
活
動
法

人
チ
ャ
イ
ル
ド
・
フ
ァ
ン
ド
・
ジ
ャ

パ
ン
と
協
働
で
被
災
地
支
援
活
動
を

続
け
て
き
ま
し
た
。
発
災
当
初
、
避

人
々
が
い
き
い
き
と
生
き
ら
れ
る

社
会
を
築
く
た
め
の
力
へ 難

所
で
の
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り

と
日
中
避
難
所
に
取
り
残
さ
れ
が
ち

な
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
サ
ロ
ン
活

動
を
実
施
。
避
難
所
閉
所
後
は
、
場

所
を
移
し
て
週
末
の
子
ど
も
広
場
と

サ
ロ
ン
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
千
曲
市
で
は
被
災
し
て
蔵

書
を
失
っ
た
市
立
更
埴
図
書
館
へ
の

蔵
書
支
援
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
被
災
地
域
で
は
、
地
元
離
れ
が
続

い
て
い
ま
す
。
災
害
に
よ
っ
て
住
む

家
を
失
い
、
住
ん
で
い
た
地
域
か
ら

遠
い
借
上
住
宅
や
仮
設
住
宅
に
入
る

こ
と
で
地
元
に
立
ち
寄
る
機
会
が
少

な
く
な
る
か
ら
で
す
。
被
災
し
た
地

域
で
は
更
地
が
増
え
る
な
ど
地
元
の

変
化
に
戸
惑
う
方
々
が
戻
る
気
力

や
体
力
を
な
く
し
て
い
く
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
少
し
で
も

地
元
に
立
ち
寄
る
機
会
が
増
え
地
元

の
方
々
と
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
場
所
が
増
え
れ
ば
ど
う
で
し
ょ

う
。
き
っ
と
被
災
者
に
と
っ
て
心
の

勇
気
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
地
道
な
活
動
で
は
あ
り
ま
す
が

で
き
る
限
り
続
け
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

渡邉さんのお気に入りアイテム
 ［ボールペンと手帳］

 「UNIピュアモルト4＆15機能ペン
 （MSXE5-2005-07）」です。5～6年使っ
ていましたが先日長野でついに壊れた
ので、また新しく買いました。「No.814　
ニューダイアリーアルファ1」も5～6年
同じものを使用しています。どちらもこ
だわりで、使い慣れた物がいいですね。



ネ
パ
ー
ル
の
ど
ぶ
ろ
く
、
チ
ャ
ン

　
目
の
前
に
置
か
れ
た
水
差
し
に
は
乾
い
た
泥
の
よ
う

な
も
の
が
付
着
し
て
い
ま
す
。
中
の
液
体
は
白
濁
し
て
い

て
と
て
も
怪
し
い
感
じ
。
コ
ッ
プ
に
注
ぎ
、
恐
る
恐
る
口

に
入
れ
て
み
る
と
、
口
い
っ
ぱ
い
に
穀
物
の
香
り
が
広
が

り
ま
し
た
。
フ
ル
ー
テ
ィ
ー
ビ
ー
ル
に
近
い
味
わ
い
で
す
。

　
岩
だ
ら
け
の
悪
路
を
四
駆
車
で
数
時
間
揺
ら
れ
、
辿

り
着
い
た
ネ
パ
ー
ル
の
僻
地
。
雄
大
な
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
が

迫
る
天
空
の
村
で
、一
軒
の
家
庭
を
訪
れ
る
と
地
酒
を
ご

馳
走
し
て
く
れ
ま
し
た
。
酒
の
名
前
は
チ
ャ
ン
（
ネ
パ
ー

ル
語
で
は
ジ
ャ
ー
ル
）
。
米
や
麦
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど

を
原
材
料
と
し
た
醸
造
酒
で
、
家
庭
で
作
ら
れ
る
ど
ぶ
ろ

く
で
す
。
　
　
　

　
ネ
パ
ー
ル
で
は
食
事
代
わ
り
に
チ
ャ
ン
を
飲
む
習
慣

が
あ
る
そ
う
で
す
が
、
家
の
お
母
さ
ん
が
昼
間
か
ら
豪
快

に
飲
み
続
け
て
い
る
の
に
は
驚
き
ま
し
た
。

上：慎ましく生きるネパール山岳地域の夫婦
下：荘厳な山々が連なる天空の村。都市からのアク
セスが悪く村人は貧しい生活を強いられています。

チャンを注いでくれるお
母さん。何よりもチャン
が大切だそうです。

Shanti s 
Photo  Log 
ファインダーを　　のぞいて

川畑 嘉文（フォトジャーナリスト）
Yoshifumi KAWABATA

ニューヨークの雑誌社勤務時代に9.11を経験し、記者職を捨て写真
の道に進むことを決意。2002年、会社を退職しタリバン政権崩壊後
のアフガニスタンを訪れ取材を行った。2005年フリーランスのフォト
ジャーナリストとなり、世界中の難民キャンプや貧困地域、自然災害の
被災地で取材を行い、雑誌や新聞などに写真と原稿を寄稿している。
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東日本大震災から9年 ～被災地間交流活動～

2019年度に集まった18,080冊の絵本がアジア各国
へ向けて旅立ちました。2月13日、東京事務所からの
絵本運び出しには、企業から19名、会議のため来日
していたアフガニスタン事務所スタッフ9名が参加し
ました。絵本を受け取る側の現地事務所スタッフが
運び出しを行ったのは、今回が初めてです。これまで
日本国内で20万件を超える個人や団体、100社以上
の企業のみなさまに
参加いただき、1999
年から33万冊を超え
る絵本を届けました。
2020年は16,499冊を
目標にしています。

 「絵本を届ける運動」18,080冊が出発
シャンティが発災直後から、現地の方 と々共に行って
きた支援活動は、新しい一歩を踏み出しています。
陸前高田市のモビリア仮設住宅北集会所に開設した
「陸前高田コミュニティ図書館」は2017年に地域の
NPOに移譲しましたが、市の仮設住宅団地集約・撤
去に伴い、3月15日をもって閉館となりました。
また、近年多発する災害に対して、シャンティは支援
活動を行ってきました。2019年、東日本大震災や熊
本地震、西日本豪雨で被災した子どもたちが交流
するプログラムを愛媛、宮城、熊本で3回実施しまし
た。参加した子どもたちは、復興について学び、各地
域の自然を体験し、お互いの町の魅力を発表し合い
ました。プログラムを通して、子どもたちの自己肯定
感や協調性、共感する力が高まるのを感じました。

■お願い
新型コロナウイルスの感染拡大防止と職員および関係者
の安全確保のため、職員の在宅勤務や時差出勤を行って
います。そのため、お問い合わせへの返答や郵送物の発送
が遅れる可能性がございます。また、東京2020オリンピッ
ク・パラリンピックが開催される７月～9月も郵送物の遅延
が予想されています。大変ご不便をおかけいたしますが、
ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

シャンティからのお知らせ

当会へのご寄付は、所得税、住民税、および法人税、相続税の優遇措置が受けられます。
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人事のお知らせ
●入職
堤 美加	 総務・人事室 総務人事担当（1/1付）

●退職
岩松 智子	 事業サポート課 カンボジア担当（3/6付）

関 尚士	 地球市民事業課 課長（3/31付)　

編集後記

3月、「学校へ通いたくても通えない」とい
う状況を初めて経験した子どもたちも多
かったのではないでしょうか。今回の休校
と、学校へ通えなかった経験を、世界の子
どもたちの現状について考えるきっかけと
してもらえたらうれしいです。 

（召田安宏）


